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報道機関各位 

                              

 

 

 

 

 ＪＢＦは、鳥をテーマにした日本最大級のイベントです。行政・ＮＰＯ・学生・市民団体

などによる鳥や自然環境に関する研究・活動の発表ブースのほか、鳥の彫刻・絵画・写真展

やバードウォッチング、スタンプラリーなどのイベントもあります。 

今回は４年ぶりに手賀沼親水広場をメイン会場として開催します。子どもか

ら大人までどなたでもお楽しみいただけます。 

 

ＪＢＦ －観る、知る、触れる、鳥を楽しむ２日間－ 

日 時：１１月４日（土）午前１０時００分～午後４時 

１１月５日（日）午前 ９時３０分～午後３時 

場 所：手賀沼親水広場、水の館、アビスタ、手賀沼公園、鳥の博物館、山階鳥類研究所 

※駐車場・周辺道路の混雑が予想されます。できるだけ公共交通機関をご利用ください。 

※当日はＪＢＦ巡回バスを運行します。（１回２００円※小学生以下無料） 

 我孫子駅南口→手賀沼親水広場→アビスタ→我孫子駅南口（１５～２０分間隔で運行） 

※阪東バスもご利用いただけます。 

 手賀沼親水広場会場…「我孫子駅（南口）」乗車、「市役所」下車（徒歩約５分） 

 手賀沼公園会場………「我孫子駅（南口）」乗車、「手賀沼公園」下車 

 

 

【ＪＢＦ２０２３ ＰＲポイント】 

 ①４年ぶりに海外団体のブースが出展します！ 

 ②日本各地から出展ブースが集まります！ 

 ③鳥好きにはたまらない講演会があります！ 

 ④どなたでも楽しめるイベントが盛りだくさん！ 

 

①４年ぶりに海外団体のブースが出展 

 昨年まで新型コロナウイルス感染症の影響で中止していましたが、４年ぶりに出店します。

今年は、台湾、モンゴル、上海、タイの団体が、各国・各地域の自然や野鳥を紹介します。 

 

②日本各地から出展ブースが集まる 

 北海道や小笠原など、日本各地から約１００の出展ブースが集まるため、各地の生の情報

が手に入ります。その他にも、鳥のグッズ販売も多数出展します。 

 

令和５年１０月２０日 
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③鳥好きにはたまらない講演会 

第３３回鳥学講座「小笠原諸島の海鳥は、増えたり、減ったり、海を越えたり、越えなかっ

たり」 

 第一線で活躍している鳥類研究者を講師に招き、自身の研究やプロジェクトについてお話 

しいただきます。 

日時：１１月４日（土）午後１時３０分～３時 

場所：アビスタ ホール 

内容：小笠原諸島では２１種類の海鳥の繁殖記録があり、世界中でここでしか繁殖しない種

もいます。小笠原諸島の海鳥は外来種の影響で減少しましたが、保全活動で個体数が

回復している種もいます。当日は、諸島の海鳥の特徴と保全管理についてお話ししま

す。 

講師：川上和人さん（森林総合研究所鳥獣生態研究室長）  

共催：（公財）山階鳥類研究所、我孫子市鳥の博物館 

 

全日本鳥フォトコンテスト講演会 

日 時：１１月４日（土）午前１０時３０分～１１時３０分 

場 所：アビスタ １階ホール 

内 容：審査員に、今年度の作品の総評とワンナップ撮影術についてお話しいただきます。 

審査員：叶内拓哉さん、戸塚学さん、♪鳥くん、中野泰敬さん 

 

全日本“鳥”フォトコンテスト（ＢＩＲＤ－１グランプリ） 

第１４回目を迎える、ＪＢＦ実行委員会主催の野鳥写真コンテストです。グランプリ作品

には文部科学大臣賞（生態・行動部門）、環境大臣賞（環境部門）を授与するほか、協賛企

業が企業賞を選出しています。 

今年は全２１作品が入賞しました。応募作品はＪＢＦ開催期間中にアビスタミニホールに

展示します。 

応募数 ○生態・行動部門…２５３人、６５８点 ○環境部門…１０２人、２４７点 

 ◎総数…３５５人、９０５点 

 

 

文部科学大臣賞（生態・行動部門グランプリ） 

 

「狙いすまして」 

撮影地：宮城県仙台市 

鈴木宏美さん（宮城県在住） 

環境大臣賞（環境部門グランプリ） 

 

「生きた証」 

撮影地：埼玉県入間郡 

富沢志保さん（埼玉県在住） 
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【問い合わせ】 

我孫子市環境経済部手賀沼課 

担当 湯下、古島、村尾 

☎０４－７１８５－１４８４ 

④どなたでも楽しめるイベントが盛りだくさん 

手賀沼親水広場 

 ○ステージイベント 

 ○各団体の出展ブース（展示・物販・飲食） 

 ○光学機器の体験・販売 

 ○湖畔バードウオッチング 

 

水の館 ※当日はプラネタリウムが入場無料 

 ○望遠鏡・双眼鏡体験 

 ○鳥の折り紙遊び 

 ○野鳥観察データベース「eBird」野外体験講座 

 ○鳥の博物館友の会 デジカメ同好会写真展 

 

アビスタ 

【４日（土）のみ】 

○全日本鳥フォトコンテスト講演会（１階ホール） 

【５日（日）のみ】 

 ○ＪＯＢＡＮアートライン協議会～傘と音楽で芸術の秋～（エントランス） 

○ＪＢＦ２０２３環境学会（１階ホール） 

【両日】 

 ○全日本鳥フォトコンテスト作品展（２階ミニホール） 

○バードカービングの技術を生かしての社会貢献（第２・第４学習室） 

○ワイルドライフアート作品展「鳥に魅了されたアーティストたち」（１階ストリート） 

 ○写遊暈 写真展（１階工芸工作室） 

 ○千葉県愛鳥作品コンクール入賞作品展（第３学習室） 

 ○傷ついた鳥写真展（第４学習室前） 

 ○とりのつばさをふうせんでつけよう（エントランス） 

 

手賀沼公園 

 ○鳥凧あげ 

 ○船上バードウオッチング ※各回当日先着（１回１，０００円） 

 

鳥の博物館 ※当日は入館無料 

 ○企画展「猛禽－タカ・フクロウ・ハヤブサ－」 

 ○鳥の工作 ○鳥博クイズ ○てがたん 

 

山階鳥類研究所 

 ○見にレクチャー 

 






